
演題：「美しい愛知づくり講演会 2019in 蒲郡」 

内容：全国の先進的な事例や中部地域の事例から学びながら，景観まちづくりを進める上での気づき

の大切さ，実践のあり方や楽しみ方について議論する。 

具体的な取り組み方策について議論する。 

講師：基調講演 浅野聡氏（三重大学准教授） 

パネルディスカッション 

コーディネーター：浅野純一郎氏（豊橋技術科学大学教授） 

パネリスト：鶴田佳子氏（岐阜工業高等専門学校教授） 

阿久井康平氏（富山大学助教） 

平野仁也氏（蒲郡市博物館学芸員）  

日時：2019 年 10月 11 日（金） 14：00～16：50 

場所：蒲郡市市民会館中ホール（蒲郡市栄町 3－30） 

主催：愛知県及び蒲郡市  

共催：公益社団法人日本都市計画学会中部支部   

来場者数：約 120 名（講師ら，担当者含まず） 

 

14：00～14：10 開会挨拶 小島幸則氏（愛知県都市整備局都市基盤部公園緑地課長） 

             井澤勝明氏（蒲郡市副市長） 

14：10～15：10 基調講演 浅野聡氏（支部副支部長：三重大学准教授） 

内容：空間演出の事例等の解説から始まり，景観まちづくりの重要な視点として，①気づきの大

切さ（無関心，まちをつくる意識の欠如を改善するためのまちづくり学習と人材育成が必要，ま

ちづくり学習のねらい（市民力の育成）），②まちづくり学習を活かして景観まちづくりの実践へ

繋げる重要性やポイント（普及啓発に取り組み「気づき」をひろめる，助成制度，表彰制度の普及

啓発における重要性）が示された。それを踏まえ，③蒲郡市における景観計画の可能性（気づきか

ら始まる景観まちづくりのためのまちづくり事業の実施，景観計画の具体化（眺望景観づくり，

観光地・商業地の景観づくり））が示された。また，現代的市街地における良好な景観形成の取組

み（色彩コントロールの例）や震災復興計画における景観デザインの例が示された。 

 

事例紹介（京都府京都市，広島県福山市鞆の浦，伊勢市内宮おはらい町，岡崎市藤川小学校の児童

の町並みガイド，伊勢志摩国立公園（ソーラーパネル，観光への弊害），日進市，女川町復興など） 

 

15：10～15：20 休憩 

 

15：20～16：50 パネルディスカッション 

「景観ってなに？ ～みんなで育む・みんなの財産～ 各地の事例紹介」（鶴田佳子氏） 

「景観まちづくりと市民の気づきについて 富山市における「市民参加型景観まちづくり」」（阿

久井康平氏） 

「写真で見る蒲郡の今昔」（平野仁也氏） 

 

鶴田氏の講演概要 

田園調布の事例，可児市桜ケ丘ハイツ，各務ヶ原柄山（住宅地として），倉敷市石垣市川平湾

（観光地として）を踏まえ，景観を守り・育むことで地域の価値を保ち高めることにつながるこ

と，景観まちづくりの重要性が説明された。また，鎌倉市の事例を踏まえ，まちの景観を守る重

要性が，特に，尾道市，石垣市，浦添市の事例を踏まえて住民による景観を守り育てることの重

要性とポイント（基準，何らかの規制の必要性，住民が継続的に見守れる仕組みづくりなど）が

示された。 

 

阿久井氏の講演概要 

気づきを「萌芽」と「発展」の2段階に分け，それぞれの段階で行われている富山市の取組み



（まちなかプロジェクトを中心に，その他，Permil Piece Art Project（アメイジング富山，1000人

のバナーフラッグ），大手モールbar，SCISSoRHANDs MOON LIGHT）の事例紹介を踏まえ，市

民による景観まちづくりの大切さが説明された。加えて，市民中心の景観まちづくりの実践のポ

イント，継続と発展のポイントとして教育機関の活用，多種多様なプレイヤーの巻き込み，「や

るかやらないか」の姿勢，支える仕組みや制度の拡充の重要性が示された。 

 

平野氏の講演概要 

過去の写真を示し，海とともにある風景，道路・まち（市街地）の風景，眺望景観，農業，温泉

街などが示された。時代の変化（産業の変改，モータリゼーション，災害など）による風景の移

り変わりが示された。その中で，蒲郡市の景観資源となり得る要素が示された。 

 

その後，コーディネーターの浅野純氏からの以下の問いかけについて，パネリストで議論がなさ

れた。 

１．景観や景観まちづくりはなぜ重要なのか 

 過去（歴史）を知る，未来を描く，個性あるまちづくり（都市間競争，戦略）のためにも重

要な手段となる（浅野聡氏） 

 目で見る情報は重要で，景観はまさにそれである（浅野純氏） 

 コンパクトな都市構造の形成に向け空間の質を高める手段として，個人レベルで住環境をど

う高めるかという視点も重要であり，景観はその手段となり得る（鶴田氏） 

 空き家空き地も対象となりえると考えられる（鶴田氏） 

 

２．市民参加で行う景観まちづくりの重要性について 

 人のにぎわう景観は重要で，にぎわいをいかに生み出すか，その手段として，ボトムアップ

の手段として市民参加は重要である（阿久井氏） 

 

３．参加へのきっかけづくりとして「まちづくり学習の大切さ」，知る対象や楽しむ方法の視点

について 

 食文化，気候・風土・地理的特徴，技（伝統工芸など），職人，遊び（遊び場所），言葉，

住まい，祭りなどが対象として挙げられる（浅野聡氏） 

 違う側面から取り組むと，まちづくり学習が進みやすい（浅野聡氏） 

 地元愛を強める，ひいては定住につなげるという視点もあるのではないか（平野氏） 

 雑学的なおもしろさも楽しむ方法ではないか（平野氏） 

 「マップ」は一つの手段で，その視点を変える（例えば一般的な店の紹介ではなく，人に焦

点をあてたものなど）手法もある（阿久井氏） 

 先人がみていた風景を伝えるという切り口もあり得る（阿久井氏） 

 気が付けば参加していた，その視点が重要ではないか（鶴田氏） 

 

４．日常での取組みや特徴の少ないまちでの景観まちづくりの取組みのあり方について 

 大きな視点でみることが重要。例えば立地がよいなど。特に蒲郡は立地が良い（浅野聡氏） 

 自分たちが美しいと思えば，それが将来高く評価される（浅野聡氏） 

 

 

 

 

 

開会挨拶 基調講演 パネルディスカッション 


